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1．はじめに

金属ナノ微粒子は，ナノサイズに由来する特有の光学的およ

び電気的特性により，さまざまなデバイス応用が進められてい

る。中でも局在プラズモン共鳴は，基礎と応用の両分野におい

て，研究の進展がめざましい。金属表面のカラーコーティング

技術として，従来は有機色素によるコーティングが行われてき

たが，色調を変えるためには，色素の種類を多様に変えること

が必要であった。われわれの研究室では，これに代わる金属表

面のカラーコーティング法として，金属ナノ微粒子からなる二

次元結晶シートの積層法を考案した 1）。この方法によれば，同

一の銀微粒子シート（透明淡黄色）の積層数を1～5層と変え

るだけで，金属光沢を保ったままオレンジ～赤～ピンク～紫～

青と鮮やかに表面光沢色を変えることができる（図-1）。本解

説ではこの詳細について説明する。

2．微粒子シート作製法および特徴

銀微粒子二次元結晶シートは，熱分解法で合成した粒径の

揃った銀ナノ微粒子 2）のトルエン分散液をLangmuir Blodgett

（LB）トラフ水面上に展開し，気水界面で自己組織化させるこ

とによって作製する（図-2）3）。銀微粒子の粒径は5 nm，保護

剤であるミリスチン酸分子長は2 nmである。水面に展開時，保

護剤であるミリスチン酸分子が疎水相互作用により入れ子構造

を形成することで，銀微粒子は粒子間距離が厳密に揃ったヘキ

サゴナル構造を自発的に形成する。図-3は銀微粒子二次元結晶

シートの走査型電子顕微鏡（SEM）像および透過吸収スペクト

ルである。粒子間距離はキャッピングの有機分子によって決ま

り，ミリスチン酸被覆粒子の場合，入れ子構造を形成するた

め，分子長とほぼ等しく2 nmである。
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要　　　　旨

近年われわれは，透明淡黄色の銀ナノ微粒子二次元結晶シートを金基板上に積層すると，積層数に応じてオレンジ～赤～ピンク～

紫～青の鮮やかな呈色が得られるという新しい光学現象を発見した。これは金属基板と銀微粒子シートの光学的相互作用によって生

じるもので，透明淡黄色の銀微粒子の積層数をわずか数層変えるだけで，曲率のある基板も容易に美しくメタッリックフルカラーに

コーティングすることができる。この微粒子シートは，プラズモン特性を活かした高感度バイオセンシングや高効率光電子デバイスへ

の応用も期待される材料である。
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図-2 気液界面で自己組織化により作製した銀微粒子二次元
結晶シート
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図-1 銀微粒子積層シートによるフルカラーコーティングの例．
曲率のある金薄膜上に，銀微粒子シート（粒径5 nm）
を1.6層積層した．


